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『
大
志
の
果
て
』
・
梗

こ
う

概
が
い 

   

福
井
市
立
図
書
館
の
脇
に
立
つ
一
つ
の
記
念
碑
。 

日
下
部
太
郎
と
Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
胸
像
レ
リ
ー
フ
「
堕
涙
碑
」
で
あ
る
。 

  

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
六
月
六
日
、
福
井
藩
御 お

先 さ
き

物 も
の

頭
か
し
ら

、
八
木
郡
右
衛
門
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
八 や

十 そ

八 は
ち

は
、
実
直
で
厳
格
な
父
と
慈
し
み
深
い
母
の
元
、

快
活
で
利
発
な
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
好
学
の
少
年
に
育
っ
て
い
っ
た
。 

時 と
き

恰
あ
た
か

も
激
動
の
幕
末
、
安
政
の
大
獄
で
藩
の
青
年
武
士
達
の
よ
き
先
輩
、
よ
き

師
と
し
て
敬
愛
さ
れ
て
い
た
橋
本
左
内
も
そ
の
犠
牲
と
な
る
。 

「
苦 く

冤 え
ん

洗
い
難
く
、
恨
み
禁
じ
難
し
…
」
父
か
ら
そ
の
志
の
深
さ
を
諭 さ

と

さ
れ
た
八

十
八
は
、
い
よ
い
よ
学
問
に
励
ん
で
い
く
。 

 

藩
校
「
明
道
館
」
に
学
ん
で
七
年
、
二
十
歳
に
な
っ
た
八
十
八
に
、
長
崎
「
済

美
館
」
で
の
英
学
修
学
の
藩
命
が
下
る
。 

尊
敬
す
る
矢
島
明
道
館
幹
事
や
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
に
励
ま
さ
れ
、
志
も

新
た
に
長
崎
に
向
か
っ
た
八
十
八
は
、
そ
こ
で
、
藩
と
所
縁
の
深
い
熊
本
藩
の
横

井
小
楠
の
甥
、
伊
勢
佐
太
郎
（
横
井
佐
平
太
）
、
沼
川
三
郎
（
横
井
太
平
）
の
兄
弟

に
出
会
う
。
兄
弟
も
留
学
中
で
あ
っ
た
が
、
密
航
を
企
て
渡
米
す
る
。
長
崎
留
学

は
、
八
十
八
の
向
学
心
を
い
っ
そ
う
奮
い
立
た
せ
る
事
に
な
っ
た
。 

両
親
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
決
意
を
打
ち
明
け
た
八
十
八
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
二
月
、
藩
最
初
の
海
外
留
学
生
と
し
て
勇
躍
長
崎
を
船
出
し
て
行
く
。
八
木

八
十
八
改
め
、
日
下
部
太
郎
二
十
三
歳
の
旅
立
ち
で
あ
っ
た
。 

 

合
衆
国
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
に
あ
る
伝
統
校
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
付
属

グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
太
郎
は
、
そ
こ
で
奇
遇
に
も
、
沼
川
三
郎
に
再

会
す
る
。
こ
こ
で
も
勤
勉
ぶ
り
を
発
揮
し
た
太
郎
は
、
わ
ず
か
一
年
で
大
学
二
年

編
入
を
果
た
す
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
太
郎
の
師
と
し
て
、
ま
た
友
と
し
て
、

常
に
暖
か
く
接
し
て
く
れ
た
二
歳
年
上
の
青
年
こ
そ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
そ
の
人
で
あ

っ
た
。 
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大
学
で
太
郎
は
、
理
学
を
専
攻
、
日
夜
を
分
か
た
ぬ
精
進
の
日
々
は
続
い
た
。

当
時
の
合
衆
国
は
物
価
も
高
く
、
生
活
は
苦
渋
を
極
め
た
。 

 
本
国
で
、
年
号
が
明
治
と
改
ま
っ
た
そ
ん
な
折
、
太
郎
の
元
に
父
か
ら
の
便
り

が
届
く
。
そ
れ
は
、
藩
籍
奉
還
で
職
を
失
し
、
加
え
て
次
郎
、
三
郎
と
相
次
い
で

息
子
を
病
い
で
失
い
、
そ
の
母
も
病
床
と
、
す
っ
か
り
気
弱
に
な
っ
た
郡
右
衛
門

が
、
太
郎
の
一
日
も
早
い
帰
国
を
促
す
便
り
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
卒
業
ま
で
後
一
年
、
学
問
の
実
を
上
げ
て
帰
国
す
る
事
こ
そ
が
…
と
、

心
で
詫
び
つ
つ
、
さ
ら
に
己
に
鞭
打
つ
太
郎
で
あ
っ
た
。 

粗
食
に
耐
え
、
連
日
未
明
に
及
ん
だ
勉
学
。
無
理
が
重
な
り
と
う
と
う
吐
血
す

る
。
恐
る
べ
き
結
核
で
あ
っ
た
。
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
尚
も
志
を
追
い
求
め
る
太

郎
で
あ
っ
た
が
、
卒
業
を
三
ヵ
月
に
し
て
、
一
八
七
〇
年
四
月
十
三
日
、
異
国
の

地
で
不
帰
の
人
と
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

大
学
は
、
太
郎
の
真
摯
な
人
柄
と
直 ひ

向 た

き
な
努
力
を
高
く
評
価
し
、
卒
業
を
認

定
す
る
と
と
も
に
、
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
フ
ァ
イ
・
ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ
賞
の
「
金

の
鍵
」
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

方
、
大
学
卒
業
後
神
学
校
に
学
び
牧
師
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
あ
る
日
、
恩
師
ラ
イ
リ
ー
校
長
か
ら
日
本
で
自
然
科
学
の
知

識
や
技
術
を
教
え
る
事
を
勧
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
奇
し
く
も
福
井
藩
か
ら
の
招

聘
で
あ
っ
た
。
熟
慮
の
後
、
こ
れ
も
牧
師
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
至
っ
た
グ

リ
フ
ィ
ス
は
こ
の
招
き
に
応
じ
る
。 

 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
四
日
、
長
旅
の
末
福
井
に
着
い
た
グ
リ
フ
ィ
ス

は
、
知
藩
事
松
平
茂
昭
と
の
接
見
を
終
え
る
と
、
太
郎
の
父
を
宿
舎
に
迎
え
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
太
郎
の
彼
の
地
で
の
様
子
を
真
心
込
め
て
伝
え
、
栄
誉
の
「
金

の
鍵
」
を
郡
右
衛
門
の
手
に
し
っ
か
り
と
握
ら
せ
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

生
命
燃
え
つ
き
る
ま
で
そ
の
志
を
希
求
し
、
空
し
く
も
異
国
に
逝 い

っ
た
そ
の
人

は
、
こ
う
し
て
故
郷
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

翌
日
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
の
授
業
は
開
始
さ
れ
た
。
熱
心
で
工
夫
さ
れ
た
授
教
、

そ
れ
に
そ
の
誠
実
な
人
柄
は
、
門
弟
や
藩
校
関
係
者
の
信
頼
と
敬
愛
を
一
身
に
集

め
、
成
果
も
目
に
見
え
て
上
が
っ
て
行
っ
た
。 

 

し
か
し
、
わ
ず
か
十
ヵ
月
後
、
廃
藩
置
県
の
政
令
公
布
に
よ
り
、
福
井
で
の
生

活
は
叶
わ
な
く
な
る
。 

 

由
利
公
正
や
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
元
済
美
館
校
長
）
の
勧
め
で
上
京
を
決
意
し
た
グ

リ
フ
ィ
ス
は
、
明
治
五
年1

月
十
日
最
後
の
授
業
を
終
え
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
福
井



3 

 

を
去
っ
て
行
く
。 

 
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
、
日
本
政
府
の
招
き
で
勲
三
等
旭
日
章
の
授

与
式
に
臨
ん
だ
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
は
、
翌
年
福
井
を
訪
れ
た
。
実
に
五
十
五
年
ぶ

り
の
春
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
か
ら
五
十
幾
年
、
更
に
あ
の
昭
和
の

時
は
流
れ
…
… 

 

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
七
日
、
福
井
市
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
は
、

日
下
部
太
郎
と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
友
情
の
絆
を
機
縁
に
、
姉
妹
都
市
盟
約
書
を
締
結

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。 

 

そ
れ
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
激
動
の
一
世
紀
を
経
て
よ
み
が
え
っ
た
心
の

か
け
橋
で
あ
っ
た
。 


